安全で快適な道路空間等の確保のために
井領道水路や狭あい道路の解消に向け

（幅員4ｍ未満の道路）

あま市が分筆費用を補助します
■  私たちの身近にある道路は、人や車の通行のためばかりでなく、通風や日照などを確保し、緊急車両の通行や消防活動空地、災害時の避難路など重要な役割を担っています。ところが、あま市には幅員が４メートル未満の狭い道路やEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\al(\s\up 11(※),井)領道路等が多く、安心で良好な居住環境の形成を図っていくうえで大きな課題となっております。そのため平成２８年４月１日よりあま市道路及び水路の寄附採納等に関する要綱を定め、分筆費用を補助することといたしました。
　　※　井領（いりょう）とは、関係地権者が道路や水路の利便性向上のため土地を提供すること。

■  分筆費用補助対象

・市道又は水路の用に供され、市が現に維持管理している私有地（井領）を寄附していただく場合
・道路とこれに接する土地の境界線と建築基準法第４２条第２項の規定によるみなし境界線との間に存する用地（後退用地）を寄附していただく場合
■   事前協議

あらかじめ道路・水路寄附事前協議書の提出が必要です。
■   補助金
　　 ・寄附採納に必要な費用のうち土地の分筆に要する費用について、予算の範囲において補助金を交付します。

・あま市における嘱託登記業務の委託の算定に用いる額を基準とし、かつ、１件（連続する１所有者）当たり１５万円を上限とします。ただし、一の敷地で市道及び水路のいずれの用にも供されており、市が現に維持管理している私有地を分筆し、当該私有地のうち、市道の用に供される土地及び水路の用に供される土地のいずれも寄附採納する場合は、1件（連続する1所有者）当たり３０万円を上限とします。
・嘱託登記業務の委託の算定に用いる額は、毎年度あま市、公益社団法人愛知県公共嘱託登記土地家屋調査士協会及び公益社団法人愛知県公共嘱託登記司法書士協会が締結する嘱託登記業務委託契約の別紙として公共嘱託登記土地家屋調査士協会業務報酬額表及び公共嘱託登記事務委託単価運用表に定める額とします。

あま市道路及び水路の寄附採納等に関する要綱について
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